
 
 

 

 

森本駅東広場の整備･活用策を検討しています！ 

 北陸新幹線や森本駅橋上化、駅西広場

などの整備が一段落した中で、金沢市で

は、いよいよ森本駅東広場の整備に取り

組もうとしています。 

そこで、現在、森本地区町会・商店街・

商工会の各代表者、交通事業者、学識者、

行政関係者から構成する検討委員会（会

長：石屋誠一氏）と、その下部組織とし

て地域住民で構成するワーキンググルー

プ（ＷＧ）を設立し、住民参加のもとで

地域の活性化に向けた駅東広場整備を検

討しています。 

森本地域の交通の利便性を高めるため

にはどのような駅東広場が必要か、森本

駅周辺が元気になるためにはどのような

広場にしてどのように活用したらよいか

など、地域の元気を再生するための駅東

広場のあり方を考えています。 

【ワーキング活動の様子】 

平成 21 年●月●日

【活動の目的】

【検討範囲】 

【これまでの活動経緯】 

森本地区以外の地域住民への活動報告 

現在の駅東広場を取り巻く現状の 

認識と問題点に対する意見交換 

（合同開催） 

第２回ＷＧ

Ｈ20.8.28 

第３回ＷＧ

Ｈ20.11.6 

利用実態調査、アンケート調査結果

の確認、課題の整理 

第４回ＷＧ

Ｈ21.1.22 

H20.10 

第２回検討委員会

Ｈ21.2.23 

これまでのＷＧ活動結果の報告、 

確認と今後の駅東広場整備に向けた

意見交換 

広場活用方策案の検討 

整備方針案づくり 

第１回検討委員会

第１回ＷＧ 

Ｈ20.7.29 

駅東広場の現状把握 

問題点の抽出 

駅広場の利用実態調査 

学生アンケート調査 

H21.3 

平成 21 年度も計画の具体化に向けて継続的に活動を予定

－１－ 

森本駅東広場整備・活用検討委員会 
活動報告 かわら版 平成 21 年 3 月



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の森本駅の状況は？ 

□ 森本駅の年間乗客数は年々減少傾向にありましたが、平成 14 年に駅舎が橋上化さ

れて以降は減少に歯止めがかかり、現在では約 58 万人/年（約 1,600 人/日）の乗

客数で、ほぼ横ばい状態が続いています。 

□ 現在の駅東広場はＪＲバスとその他の車両の入口が別々となっており、狭い奥行き

の中で様々な交通が入り交じって通行しています。 

□ ワーキンググループのメンバーで、森本駅及び周辺の

状況を実際に歩いて確認し、良い点や悪い点などを抽

出してみんなで話し合いました。 

□ 主な意見は以下のとおりでした。 

森本駅とその周辺の状況を歩いて調べました！ 

森本駅年間乗客数の推移
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（資料：ＪＲ西日本株式会社）

◆良い点 

 →きれいな駅舎      車椅子対応の駅舎 

 東西を繋ぐ自由通路            など 

◆悪い点 

 →駅東広場の狭さ     車による送迎の不便さ  

歩道の狭さ       緑の少なさ    など 

◆意見、疑問点 

 →時刻表を見やすく！   多目的な空間の確保 

  空店舗の活用      先行買収地の整備 など 

【調査日】Ｈ20.8.28
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【配布先】金沢北陵高校、金沢向陽高校、県立総合養護学校、こども医療福祉センター 

【配布数】1,240 通      【回答数】1,008 通（回収率 81.3%） 

□ 森本駅を実際に利用している人の意見を把握するために、森本駅周辺の学校施設に

通う生徒（一部教職員を含む）を対象にアンケート調査を実施しました。 

□ 主な回答意見をご紹介します。 

◆森本駅東広場を利用するにあたって不都合な点 

  → 歩道の狭さ  歩行者とバスとの交差          など 

 ◆森本駅周辺での悪い点 

→ 横断歩道の渡りにくさ  道路の狭さ  街灯の少なさ  など 

◆今後の森本駅東広場整備に望むこと 

  → 広い待合場  ベンチの設置              など 

 ◆森本駅東広場及び周辺にあったらよい施設 

  → コンビニエンスストア  本屋  公園・広場      など 

□ 鉄道利用者の約４割が朝の通勤通学時間帯に集中しています。

□ 鉄道利用者の約７割が東口を利用しています。 

□ 森本駅利用者の５割以上が徒歩で駅まで来ています。 

□ その他、以下のようなことが分かりました。 

 ・森本駅利用者の約６割が通学目的の学生となっています。 

・歩行者がバスロータリー内を横断し危険な状況にあります。 

 ・自家用車のための停車スペースが無いため、あらゆる場所 

に車を停めて送り迎えが行われています。 

森本駅広場の利用実態を調べました！ 

森本駅改札出入口乗降客数
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【調査日】Ｈ20.10.9   【調査時間】7:00～19:00 

周辺の学校にアンケート調査を実施しました！ 
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□ 現在、様々な整備パターンをもとに検討を進めています。例示すると以下のようなものです。

将来の森本駅東広場の姿を検討中です！ 

今後の予定は？ 

□ 来年度も引き続き、広場整備の検討を進めて内容の具体化を図り、適宜、森本周辺

地区住民の皆様にご報告していきたいと考えております。地域の皆様のご理解とご

協力をお願いいたします。 

□ なお、このかわら版に関するご意見、お問い合わせ等は下記までお願いいたします。

 
◆特徴 

・バスとタクシー、

一般車の通路を

分離 

・広場の中央に歩

道を設ける 

◆特徴 

・車の出入り口を

一本化 

・商業施設と緑地

広場を一体的に

つなげる 

◆特徴 

・すべての車両の

通路を統一化 

・まとまった広場

空間を確保する

【整備方針（案）】 

【整備パターン例】 

１．誰もが利用しやすい駅東広場の整備を目指します。 

２．安全、安心に利用できる駅東広場の整備を目指します。 

３．地域の活力向上に寄与する駅東広場としての活用を目指します。 

４．駅東広場整備を契機に官民協働で周辺環境の再生に努めます。 

◆お問い合わせ先◆ 森本駅東広場整備・活用検討委員会 

  事務局 金沢市役所 都市計画課  TEL：220-2353 FAX：222-5119 
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＜現況の航空写真＞ 

森森本本駅駅

国国道道 335599 号号

JJRR 北北陸陸本本線線

北北陸陸新新幹幹線線

森森本本南南交交差差点点 森森本本駅駅前前交交差差点点

＜空間有効活用型＞

　北陸新幹線
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橋上駅
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　＜歩行動線重視型＞
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＜周辺施設一体型＞
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